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Abstract

　This paper reports on an Early Child Care Education: Basic Seminar II open class 
held in 2011. This series of lectures was originally developed by the Department of 
Early Childhood Education at Takamatsu Junior College and is taken over by all the 
staff. The Basic Seminar I, held in the first term, focused mainly on each staff member’s 
field of specialization. The Basic Seminar II, however, was founded on the underlying 
concept of early childhood education based on each teacher’s field of research, and 
was taught in several seminar groups with only a small number of students in each. 
The final class in this series of open classes was held as a lecture open to all college 
students, with the aim of heightening their awareness of young children’s expressions 
and emotions.
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要約

　本稿は、平成23年度第２回保育学科研究授業「保育職基礎演習Ⅱ」の実施報告である。
保育職基礎演習は本学が独自に設定した科目で、保育学科全教員が担当する。前期に開講
した基礎演習Ⅰは教員の専門領域に基づくオムニバス形式で進められたが、基礎演習Ⅱで
は、少人数の選択ゼミ形式でそれぞれの教員の専門分野から「保育」という共通テーマを
考えてきた。この研究授業はその最終回として学生全員に対する講義形式で実施した。子
どもの表現、感性への関心を高めることをめざしている。

キーワード：表現、感性
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１．研究授業の日程

　研究授業および検討会は次の日程で行われた。

〈研究授業〉

　日　　時：2012年１月24日（火）３校時　13時00分～14時30分

　場　　所：2106講義室

　授業科目：保育職基礎演習Ⅱ

　参 加 者：他学科教員を含めて　９名

〈検　討　会〉

　日　　時：2012年１月24日（火）５校時　16時20分～17時50分

　場　　所：2201演習室

　参 加 者：保育学科教員　８名

２．「保育職基礎演習Ⅱ」の授業について（本学シラバスより抜粋）

【担当教員】保育学科教員全員

【授業の紹介】

　　前期の学びに引き続き、「保育者（先生）として絶対に求められるもの」について考え・

体得する科目が、保育職基礎演習です。

　　子どもたちや保護者から信頼される保育者になるためには、確かに保育の専門的知

識・技能は大切です。しかし、それだけにとどまりません。保育に対する情熱や真摯な

態度を目に見える形で表明できる意志もみなさんに求められるのです。こうした情熱や

態度について、みなさんと徹底的に向き合っていきます。

【教育目標】

　　保育実習・幼稚園教育実習で実りある学びにするために、専門職保育者に必須の基礎

的かつ総合的な資質能力を、１年次において系統的に学びます。

【授業計画】

　　第１回　　　　　後期を迎えるにあたって心得ておくこと

　　第２回～第３回　保育実践活動―大学祭準備

　　第４回～第８回　実践的課題研究Ａ（５回連続講座）
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　　第９回　　　　　冬休み・保育実習Ⅰを迎えるにあたって心得ておくこと

　　第10回～第14回　実践的課題研究Ｂ（５回連続講座）

　　第15回　　　　　まとめ

【授業時間外の学習】

　　授業時間外は、授業において学んだ「保育者（先生）を目指す保育学生として、ふさ

わしい服装・言葉づかいや立ち居振る舞い」を実践する時間です。みなさん一人ひとり

が、保育者を目指す保育学生であることを目に見える形で表明し続けてください。

【成績の評価】

　　授業科目の性質上、他の授業科目と異なり、12回以上の出席（遅刻・早退は出席とみ

なさない）をもって評価対象の学生として位置づけます。

　　評価は、提出課題の内容と試験結果を総合的に判断します。

３．学習者の状態

　本時は基礎演習Ⅱの15回目、最後のまとめとして実施した。本学が独自に設定した卒業

必修科目であるため、保育学科１年生86名全員が履修中である。学生は基礎的な１年間の

カリキュラムを終えようとしているところであり、次週より保育実習に入る予定で、実習

直前の緊張感や不安を持って毎日を過ごしている。本学では「観察参加実習」として、10

月から毎週火曜日午前中は１年生全員が幼稚園で過ごしてきた。子どもに触れる機会を

作っているため、１年生であっても、各専門科目の講義の内容を、多少は自分の経験の中

から事例と結び付けて実感できるようになってきた段階ではないかと推察される。

４．設定した主題

　「豊かな感性」という言葉は、保育所保育指針・幼稚園教育要領の随所に用いられ、子

どもとの関わりにおいて注目すべき観点である。学生も何気なく「感性」と口にするが、

この意味深い言葉についてどの程度考えたことがあるのか、おそらく、関心を持ったこと

さえないまま曖昧に使っていると思われる。授業者の専門は「音楽―作曲」であり「感性」

や「表現」の研究が深いわけではないが、「保育者として絶対に求められるもの」を１年

間考えてきたこの科目の「まとめ」を担当するにあたって、少しでもその部分にアプロー
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チできればという思いから、あえてこの題材を取り上げることにした。子どもの表現の多

様性、それを受け止めることや返してやることの重要性を（次週から出向く）保育現場で

実感してほしい。そのために、自らの感性に気付き、求められている「豊かな感性」とは

どのようなものであるのかについて考える機会としたい。

５．指導案

保育職基礎演習Ⅱ　第15講　指導案� 平成24年１月24日

「子どもの表現」と「感性」について考えてみよう

Ⅰ　本時のねらい

　・　保育実習を前にして、保育指針の一部ではあるが、目を通す機会とする

　・　子どもの表現の多様性を知り、実習で実感できる基礎とする

　・　感性とは何か、アウトラインを把握し、自らの感性について考える

Ⅱ　使用資料・教材

　・　学習シート（後掲）

　・　保育所保育指針　　　・　保育指針を基にしたワークシート（後掲）

　・　保育指針表現領域の内容を

　　　　「表現・感性・音楽の面からどのように解釈できるか」の表（後掲）

Ⅲ　授業の流れ
内　容 指導上の留意点

13：00

13：05

13：25

（学習シート配布）
指針の文（２行）を書き写す。

「自然」への感性　アンケート記入。

周囲の友達と見せ合い、話し合う。
（次のワークシート配布）

表現とは何か。

指針を持参したかの確認。　本日のテーマ
である表現・感性という言葉に注目させる。

少しだけ「自然」に目を向けさせると共に、
後で感性について考える時の具体例とす
る。

感性の多様性・独自性、共感体験。

子どもの行為、存在そのものが表現である
ことに気付かせる。
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13：35

13：55

14：05

14：15

指針を参照しながらワークシートを完
成する。

（資料配布）

感性とは何か、六つの態様について。

「表現」の内容　読み取り方の例
配布資料を用いてその一部を説明する。

一人ひとりの子どもはどれだけ貴重な
存在か。

（黒以外の色で文字を記入させる）
表現とは何か、感性とは何かを考える手掛
かりとして指針の中にある言葉を拾い、注
目する。

ここでは特に「感性」のアウトラインをつ
かませたい。

この資料、最初のアンケートなど具体的な
例から表現・感性を少しでも把握させたい。

本日のまとめ。実習への期待・激励。

６．授業を実施して

（１）主題の設定について

　「表現、感性」という奥深い内容を90分で語ることの無謀さを承知のうえで、しかし、

どうしてもこの時期にという想いから授業を構成した。主題をどう整理してどこに焦点を

絞るかについて検討を重ねた結果の指導案であるが、やはり、まだ盛りだくさんすぎた感

は否めない。配布した資料については、時間をかけて十分に活用することができなかった

という点で反省している。

　学生にとっては、普段考えたことのなかった自らの感性をわずかながら自覚し、人とは

違う独自のものであることに気付く機会となったと思われる。子どもの感性から感動が湧

きあがり、それを様々に表現するが、それを受け止めて共感し、返してやらなければ表現

にならない。保育者や他の子どもの感性によってその循環は強化される。このような話の

中から「豊かな感性」や「子どもの表現」に気付く注意力の必要性を感じとってほしかっ

たが、十分に達成できたとはいえない。しかし、子どもに接した時や指針を見直した時な

どに何らかの形であらためて考えるきっかけぐらいにはなったのではないだろうか。

（２）授業の流れについて

　保育指針が手元にない学生が思いのほか多く、関連の作業を順調に進めることが難し

かった。指針を参照しなくてもある程度は記入できるような方法に変更しながら、時間配

分も調整して、ほぼ予定した内容を終えたが、前項で述べたような問題点が残る。検討会
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で指摘された次のような点については、授業を進めながら時間の不足を感じ、迷いがあっ

た部分であり、計画を立案する段階での読みが適当ではなかったと思われる。

　まず、授業の冒頭、「自然」への感性に関するアンケート記入と話し合いの状況である。

学生は思いのほか興味を持って取り組み、かなり考えた上で、自分なりの表現で言葉を選

んで記入しているように見えた。また、友達と見比べさせた時には、自分が思いつきもし

なかった表現、しかしながら言われてみれば十分に共感できる表現に驚き、大いに盛り上

がりを見せてくれた。その盛り上がりを受けて（予定してはいなかったのだが）いくつか

のグループに、そのグループ内で一番と評価された表現を発表させることでクラス全員の

共有を図った。しかし、展開はそこで終ってしまったのである。一人ひとり独自の感性を

持っていることへの気づきは授業者の目論見通りだったが、それをもっと拾い上げて話を

広げ、深めていくことが望ましいのではないかというご意見をいただいた。保育者に必要

な「自然事象への関心」はこういう働きかけからも高まることが期待できる。ここに時間

をかけて、次の「表現とは何か」に話題を移し、子どもの表現に気付かせる、そして、学

生たちが観察参加で子どもに関わった経験から感じたことを話し合わせる、そういう流れ

が次の実習につながっていく。ワークシートや資料を配布せずに「感性」へと進める授業

の構成もできたのではないかと思う。

　次に、上のことにも関係してくるが、後半に配布した資料の扱いについて「より有効な

活用を」と、ご指摘いただいた。保育指針　領域「表現」の内容について、授業者はどう

読み取ったかを表にして示した資料である。特に「音楽の立場からのアプローチ」欄は授

業者の専門領域であることから付記した。指針を読み返してほしいという思いから作成し

た表であるが、時間配分上、最初から10分しかとっていなかったのが問題であった。事実

上、配布しただけに終わったに近い。一部でも取り上げて授業者の口から伝えるべきとい

うのは当然の指摘であり、反省点である。

　授業最後の15分間は、本日の主題から離れて、これから実習に入る学生たちにエールを

おくる意味で「一人ひとりの子どもはどれだけ貴重な存在か」という話をした。実習の場

で学生はよく「子どもたち」という十把ひとからげの言葉を使う。それを使うのがいけな

いのではないが、保護者、特に母親からすれば我が子は何者にも代え難い宝物であること

を考え、一人ひとりを見つめていかなければならない。子どもをさずかったことが判明し

た瞬間から夫婦は父と母になる。何事においてもお腹の赤ちゃんが優先する10ヶ月を経
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て、母親は命をかけて出産に臨む。どんなに痛くても自分より赤ちゃんの命の方が気にか

かるのが母親、そんな思いをしてまで産んだ我が子を片時も離したくない。しかし、いろ

いろな事情で施設や保育園に預けざるを得ないのである。そんなお母さんからあなたは赤

ちゃんを責任持って預かることができる？　というような問いかけをしたことに対して学

生はこの時間中で一番真剣に聞いてくれたように思う。何か少しでも心に響いたとすれ

ば、次週からの実習で子どもを見るまなざしがやわらかくなるのではないだろうか。

　研究授業を終えた今、改めて客観的に指導案を見ると、左半分の内容はその一つひとつ

に90分を費やしてもおかしくないものが並んでいることに、自分で驚いている。この難し

い内容を、ここまでコンパクトに詰め込んで、学生には分かりにくい部分があったのでは

ないかと危惧している。しかしその一方で、学生が記入した学習シートを見ると、表現や

感性について的確な記述や予想以上の反応を見せてくれているものもある。実習など、子

どもたちとの触れ合いの機会に、「子どもの表現に気付き、返してやれる人、自らが豊か

な感性を持つ人」という言葉を思い出し、実践に結び付けてくれることを期待する。

７．おわりに

　保育の専門家をはじめ、より保育に近い研究者の先生方を差し置いて、門外漢に等しい

私が保育内容について語るなど、本来なら考えられないことが実現してしまいました。私

にとっては非常に有意義な体験だったと思っています。ご参観いただき、そして遅い時間

の検討会にもお付き合いいただきました先生方にこの場を借りて心よりお礼を申し上げま

す。検討会、参観記録を通して、貴重なご意見や励ましの言葉、ご感想など、多くのご指

導をいただきましたこと、今後の授業や学生対応に活かしていきたいと思います。ありが

とうございました。

引用・参考文献
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＊　以下の資料は授業時に配布した学習シートと資料である。

　　（　）に語句を記入したものは参観者に追加配布したものであり、授業者の意図を示

す資料として重ねて掲載する。
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